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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員  鈴木 智 

日 時 平成３１年３月１１日（月曜日） 
開 議   午前  １０ 時 ４０ 分 

閉 議   午前  １０ 時 ５９ 分  

出席委員 
◎木曽 ○菱田 三上 冨谷 赤坂 福井 西口  

＜齊藤議長＞＜藤本副議長＞ 

執行機関 

出席者  

事務局 

出席者 

 

片岡事務局長、山内次長、船越副課長、鈴木議事調査係長、池永主任、山末主事   

        

傍聴 可 市民１名 報道関係者０名 議員２名（山本、小松） 

会 議 の 概 要 
 

１０：４０ 

[木曽委員長 開議] 
１ 議事日程 

[事務局長 説明] 

＜木曽委員長＞ 

 議事日程については、このとおりとすることでよいか。 

―全員了― 

 

２ 討論について 

[事務局長 説明] 

（討論通告なし） 

 

３ 議案の採決について 

[事務局長 説明] 

＜木曽委員長＞ 

 採決については、このとおり実施することでよいか。 

―全員了― 

 

４ 特別委員会設置について 

５ 予算特別委員会について 

[事務局長 説明] 

 

６ 意見書等提出期限 

７ 討論通告期限（第１～５９号議案（第４１号議案除く）） 

[事務局長 説明] 

 

８ その他 

(1) 次回議会運営委員会 

(2) 本日の議運終了後の会議予定 
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(3) 東日本大震災に係る黙祷 

(4) 本会議開会時刻 

[事務局長 説明] 

＜西口委員＞ 

 日本とアメリカは海洋プラスチック憲章に署名していない状況にある。このため、

国として署名する必要があるという内容の意見書を市議会として出したいと考え

ている。このことは市長にも伝えている。内容については、環境厚生常任委員会で

考えていきたい。亀岡市議会が先頭に立ってやっていくべきだと考えている。この

ことについて、議会運営委員会で検討する日程があるのか確認したい。 

＜木曽委員長＞ 

 全会一致とするには、まずは会派に持ち帰り検討するように、進めていくべきであ

る。必要であれば、３月２２日までに議会運営委員会を開き対応することも考えて

いきたい。事務局として、日程はどのように考えているのか。 

＜事務局長＞ 

 そのように対応いただくことでよいと考える。 

＜福井委員＞ 

 会派の意見の一致を諮るのであれば、幹事会の案件だと考えるがどうか。 

＜西口委員＞ 

 その通りだと考える。意見書提出期限が議題として出てきたので、ここで発言した。 

＜木曽委員長＞ 

 そのように取扱うこととする。 

―全員了― 

＜木曽委員長＞ 

 本会議開会時刻は、午前１１時３０分とする。 

―全員了― 
 

 １０：５９ 


